


【
地
区
公
民
館
活
動
部
門
】

・
竹
中　
サ
ツ
子　
　
　
　
　
　
　

(

老
竹
地
区)

・
福
島　
幹
雄　
　
　
　
　
　
　
　

(

川
添
地
区)

・
久
木
元　
辰
雄　
　
　
　
　
　

(

下
川
西
地
区)

【
文
化・文
化
財
活
動
部
門
】　

・
西
元　
郁
雄　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

轟
地
区)

・
礒
貝　
文
夫　
　
　
　
　
　
　

(

中
津
川
地
区)

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門
】

・
白
川　
三
男　
　
　
　
　
　
　

(

中
津
川
地
区)

・
福
島　
裕
子　
　
　
　
　
　
　
　

(

川
添
地
区)

・
平
山　
二
美　
　
　
　
　
　
　
　

(

川
添
地
区)

・
久
保　
健
一　
　
　
　
　
　
　
　

(

川
添
地
区)

【
公
民
館
学
級・講
座
部
門
】

・
手
石
方　
良
江　
　
　
　
　
　
　
　

(

市
区
外)

【
交
通
安
全
活
動
部
門
】

・
南　
隼
人　
　
　
　
　
　
　
　

(

上
川
西
地
区)

【
青
少
年
表
彰
　
文
化
部
門(

個
人)

】

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

パ
レ
ー
ド
・
マ
ー
チ
ン
グ
部
門

・
仮
屋　
寧
音　
　
　
　
　
　
　

(

龍
桜
高
１
年)

・
吉
永　
優
衣　
　
　
　
　
　
　

(

龍
桜
高
１
年)

・
新
園　
ゆ
あ      　
　

    　

  (

龍
桜
高
２
年)

・
上
村　
優
果　
　
　
　
　
　
　

(

龍
桜
高
２
年)

森
の
ご
ち
そ
う
コ
ン
ク
ー
ル
鹿
児
島
県
大
会

最
優
秀
賞(

県
知
事
賞)

き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

・
森
山　
羅
亜
奈　
　
　
　

(

神
村
学
園
高
２
年)

【
青
少
年
表
彰
　
文
化
部
門(

団
体)

】

鹿
児
島
県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

『
春
の
祭
典
』「
重
奏
の
部
」・「
小
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
部
」金
賞

『
夏
の
祭
典
』「
器
楽
合
奏
の
部
」金
賞

・
吉
松
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部

鹿
児
島
県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

『
春
の
祭
典
』「
小
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
部
」金
賞

『
夏
の
祭
典
』「
器
楽
合
奏
の
部
」金
賞

全
日
本
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

・
栗
野
中
学
校
音
楽
部

【
青
少
年
表
彰
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門(

個
人)

】

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

・
赤
谷　
和
奏　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
小
２
年)

・
吉
村　
和
輝　
　
　
　
　
　
　

(

吉
松
小
２
年)

・
坂
口　
愛
茉　
　

 　

           (

栗
野
小
３
年)

・
大
山　
蒼
生 　
　

 　

          (

栗
野
小
３
年)

・
福
元　
衣
都　

     　
　

  　

  (

栗
野
小
４
年)

・
竹
ノ
上　
愛
織        　
　
　

 (

吉
松
小
４
年)

・
坂
口　
仁
琥　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
小
５
年)

・
小
川　
志
歩
望　
　

        　

 (

幸
田
小
５
年)

・
德
永　
隆
星　
　
　
　

         (

栗
野
小
６
年)

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
抜
大
会

・
吉
村　
智
希　
　
　
　

         (

吉
松
小
６
年)

九
州
選
抜
交
流
親
善
大
会
２
０
２
５

In
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｈ
Ｏ

九
州
選
抜
プ
レ
ミ
ア
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ト
ー
ナ
メ
ン

ト(

鹿
児
島
県
選
抜
選
手)

・
宮
田　
晟
治　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
小
６
年)

南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
カ
ヌ
ー
競
技

・
久
美
田　
夏
帆　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
１
年)

全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

全
九
州
中
学
生
選
抜
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
永
野　
由
佳　
　
　
　
　
　
　

(

吉
松
中
１
年)

全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
稲
毛　
彩
愛　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
３
年)

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

・
亀
澤　
勇
映　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
２
年)

・
小
川　
結
里
歩　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
２
年)

教
育
委
員
会
表
彰
　
　
　
　
　
個
人
51
名　

団
体
４
団
体（
敬
称
略
）

湧水町誕生 20周年記念
令和７年度　湧水町生涯学習推進大会

　
令
和
８
年
３
月
１
日(

日)

栗
野
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

湧
水
町
誕
生
20
周
年
記
念「
令
和
７
年
度 

湧
水
町
生
涯
学

習
推
進
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、地
区
公
民
館
や
地
区
子
ど
も
会
、各
学
校
、公

民
館
学
級
が
、こ
の
一
年
、熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
活
動
の

報
告
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、来
場
者
の
目
を
惹
き
つ
け
て
い

ま
し
た
。

　
大
会
は
、「
勝
運
太
鼓
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
、力
強
い
和
太

鼓
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
表
彰
で
は
、地
区
や
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
等
の

各
分
野
に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し

ま
し
た
。ま
た
、令
和
７
年
度
公
民
館
学
級
の
修
了
証
書
を

授
与
し
、こ
の
一
年
間
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
懸
命
に
取
り

組
ま
れ
た
、す
べ
て
の
公
民
館
学
級
生
の
学
習
に
対
す
る
姿

勢
を
称
え
ま
し
た
。

　
活
動
発
表
で
は
、公
民
館
学
級
活
動
と
し
て
、水
彩
画
教

室
の
福
井
春
代
さ
ん
が
、作
品・活
動
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
公
民
館
活
動
で
は
、鶴
丸
地
区
公
民
館
長
の
雪
松
和
幸

さ
ん
が
地
域
活
動
の
取
組
状
況
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

青
少
年
活
動
で
は
、吉
松
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
皆
さ
ん

が
心
落
ち
着
く
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
で
は
、元
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
代
表
の
迫

田
さ
お
り
さ
ん
と
、Ｋ
Ｋ
Ｂ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
福
田
大
二

朗
さ
ん
を
迎
え
、ト
ー
ク
シ
ョ
ー
形
式
で
、講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
現
役
時
代
の
経
験
談
を
交
え
な
が
ら
、努
力
を
重

ね
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、福

田
さ
ん
と
の
掛
け
合
い
も
軽
快
で
、会
場
全
体
が
笑
い
に
包

み
こ
ま
れ
る
場
面
も
多
く
、ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
や
人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、参
加
者
が
心
を
一
つ
に
し
、

「
集
い
」、「
学
び
あ
う
」、「
高
め
合
い
」な
が
ら
、と
て
も
充
実

し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
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“ 人 ” 輝く「ふるさと湧水」の創造
～ともに学び　活かす　生涯学習のまちづくり～

力強いオープニングを飾ってくださった
勝運太鼓の皆さん
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教育委員会表彰

九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

・
花
堂　
春
馬　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
２
年)

・
西　
佑
真　
　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
２
年)

九
州
夏
季
選
手
権
硬
式
少
年
野
球
大
会

ホ
ー
ク
ス
カ
ッ
プ
中
学
野
球
大
会
２
０
２
５

・
今
和
泉　
雄
斗　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
３
年)

全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

・
竹
ノ
上　
心
優　
　
　

(

鹿
児
島
第
一
中
３
年)

九
州
中
学
校
陸
上
競
技
大
会(

男
子
共
通
砲
丸
投)

・
拵
井
園　
礼　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
３
年)

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
５
剣
道
大
会

・
野
中　
悠
聖　
　
　
　
　
　
　

(

吉
松
中
３
年)

全
九
州
高
等
学
校
空
手
道
新
人
大
会

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

・
池
田　
圭
孝　
　
　
　

(

鹿
児
島
城
西
高
２
年)

全
国
・
九
州
高
校
総
体
空
手
道
競
技
大
会

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
空
手
道
競
技

・
柿
木　
史
翔　
　
　
　
　
　
　

(

開
新
高
３
年)

全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

九
州
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

・
有
田　
つ
く
し　
　
　
　
　
　

(

樟
南
高
２
年)

全
国
・
九
州
高
校
総
体
剣
道
大
会

・
二
渡　
紀
香　
　
　
　
　
　
　

(

樟
南
高
３
年)

全
国
・
九
州
高
校
総
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

天
皇
杯
・
皇
后
杯
Ｊ
Ｖ
Ａ
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ラ
ウ
ン
ド

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会

・
立
野　
駿
介　
　
　
　
　

(

川
内
商
工
高
２
年)

九
州
高
校
総
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

Ｕ
ー
19
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会

・
古
川　
千
裕　
　
　
　

(
鹿
児
島
実
業
高
３
年)

【
青
少
年
表
彰
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門(
団
体)

】

全
国
道
場
対
抗
剣
道
大
会

・
吉
松
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

坂
本
龍
馬
旗
争
奪
西
日
本
小
学
生
野
球
大
会

・
湧
水
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

【
幼
児
表
彰
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門(

個
人)

】

け
ん
玉
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
廿
日
市
２
０
２
５

優
勝(

６
歳
の
部)

・
富
永　
ひ
か
り　
　
　
　
　
　

(

下
川
西
地
区)

【
成
人
表
彰
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門(

個
人)

】

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳
競
技

・
川
井
田　
翼　
　
　
　
　
　

(

東
中
下
場
地
区)

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

・
田
底　
佳
樹　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

轟
地
区)

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技

・
福
原　
碧
人　
　
　
　
　
　
　
　

(

鶴
丸
地
区)

【
表
彰
伝
達
】

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

・
田
中　
耕
作　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

轟
地
区)

・
牧
野　
広
志　
　
　
　
　
　
　
　

(

長
谷
地
区)

姶
良
・
伊
佐
地
区
社
会
教
育
振
興
会
表
彰

芸
術
文
化
活
動(

文
化
財
保
護
活
動)

・
平
島　
久
弘　
　
　
　
　
　
　

(

中
津
川
地
区)

迫田さおりさんと福田大二朗さんの
トークショー



第

回　早朝、水が抜かれた丸池に、町内外から家
族連れ��名が集まりました。今回は特に町外
から多くの子どもたちが参加し、丸池の生き
物調査が開催されました。
　主催の福永真悟さんの説明の後、網を手に
した参加者たちが一斉に池に入り、水生生物
を探し始めました。タカハヤやサワガニなど
の淡水魚や特定外来生物アメリカザリガニが
捕獲されました。そして今年はなんとゲンゴ
ロウやウナギの姿も！
　鹿児島水族館のスタッフによる捕獲した生
き物の特徴や生態の解説も行われ、子どもた
ちは興味津々に耳を傾けていました。

日

散
策

with

3 22/

テレビの取材も！

　
曇

雨

日
︒

散
策

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

開
催

︒

　
当
日

５
０
０
名

方

参
加

︑
川
内
川
沿

歩

  

約
６

㎞  

︑

畑

巡

 

約

８
㎞  

２

散
策

湧
水
町

春

満
喫

︒
各

湧
水
汽
車
会

行

︑
参
加
者

熱
心

質
問

場
面

︒

　

畑

巡

︑

町

生
産
組
合

協
力

︑

果
肉

使
用

販
売

︒

︑
茶
業
振
興
会

湧
水
茶

行

︒

　

︑
丸
池
公
園
内

九
州
新
幹
線

走

︑
制
服

身

包

子

乗

込

︑
思

出

写
真

残

︒

︑
生

物
調
査

捕
獲

汁

︑
過

去
最
大
規
模

　
店
舗

出
店

︑
大
賑

︒

　

参
加

皆

︑

︒ ��

(
) 

(
) 

丸
池
生

物
調
査

金3 20/

広報 ゆうすい　4



ア
メ
リカ

ザリ
ガニのお味噌汁

ア
メ
リカ

ザリ
ガニのお味噌汁

1等
のお

米が当たりました！
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青
空

Ｓ
Ｌ

汽
笛

鳴

響

３
月
８

日  

日  

︑
吉
松
駅
前

﹁

吉
松
駅

春

﹂

行

︑
１
０
０
０
人

超

方

集

︒

　
同
日
開
館

新
停
車
場
地
区

内

︑
Ｓ
Ｌ
写
真

展
示

完
成
祝
賀
会

４
名

方

登
壇

︑

鉄
道

熱

思

語

︒
吉
松

駅

Ｓ
Ｌ
広
場

︑
布
製

花

木
製

作

出

店

設

︑
子

年
配

方

楽

︒

︑
吉
松
中

学
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(火)
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(日)
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(水)

ストリートピアノ

　今から��年前に東日本を襲ったマグニチュ
ード�.�の大地震を追悼するため、「ストリー
トピアノでつなぐ祈りのハーモニー」は始ま
りました。すべての被災地へ黙とうをささ
げ、防災意識を高める日となりました。
　今年も防災士の吉水康夫さんによる講話が
行われ、心光保育園の園児と参加者により
「花は咲く」などが歌われました。また、ス
トリートピアノ設置に尽力され、ふるさと観
光大使を長らく務められながら、昨年逝去さ
れた古川玲子さんの追悼式も行われ、故人を
偲びました。

祈りのハーモニーでつなぐ
第��回

　２月��日（日）に湧水町国際交流協会が主
催する「アジアの料理交流会」が開催されま
した。昨年に続き２回目の開催となり、今回
も町内の外国人受入企業や事業者にご協力を
いただき、アジア各国の料理（ネパール２
品、ミャンマー５品、ベトナム２品、日本３
品）を調理していただきました。作った料理
を協会会員、外国人参加者で一緒に味わい、
話が弾んでさらに交流が深まりました。
　今後も外国のあらゆる分野にわたり、国際
交流活動を推進していきます。

湧水町国際交流協会
アジアの料理交流会幸田の棚田が認定！

フォトドラに

　KKBかごしま放送が主催する、かごしまオ
ールトヨタフォトドライブプロジェクトにお
いて、「幸田の棚田」がフォトドラアワードに
認定され、町長室において認定式が行われま
した。「幸田の棚田」は国見岳の麓の幸田地区
にあり、つなぐ棚田遺産に認定されていま
す。全国的にも珍しい武者返しのある石積み
は、江戸中期に造られました。
　湧水町では、昨年の魚野フライトエリアに
続いて�か所目の認定となります。

わくわくゆうすいわくわくゆうすいわくわくゆうすい

３
14

(土)
女性団体交流会開催
令和７年度第２回湧水町

 　�月��日(土)栗野中央公民館にて湧水町女性
団体交流会を開催し、町内在住・勤務の女性
��名が参加しました。自己尊重プラクティス
協会の上井七穂氏をお招きし、「幸せへの近道
レッスン～命輝く法則『ほめ日記』講座～」
を行いました。グループワークで自分やお互
いを褒め合ううちに緊張もほぐれ、会場から
絶えず笑い声や温かい拍手が聞こえてきまし
た。自己尊重感を高める仕組みを楽しく学
び、命が輝く感覚を実感しました。女性同士
のゆるやかなまとまりが広がり、湧水町がさ
らに元気で笑顔あふれる町になるよう、次回
も多くの方のご参加をお待ちしております。

7 　広報 ゆうすい  Vol. 253　2026.4
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企業版ふるさと納税活用「PARK WOOD 湧水」
定住促進住宅　寄附記念・完成セレモニーを開催

　三菱地所株式会社様及び松尾建設株式会社様より、湧水町まち・ひと・しごと創生推進事業に
ご賛同いただき、企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）として定住促進住宅「PARK WOOD 
湧水」のご寄附をいただきました。
　贈呈式では、建物の引渡しに替えて「鍵（特大レプリカキー）」の贈呈が行われ、町長より感謝
状が贈られました。両社代表からは、今回の寄附が湧水町の人口減少対策の課題解決につながる
事業として、官民連携による地域づくりに向けた思いが語られました。
　ご寄附いただいた住宅は、木造陸屋根平家建ての共同住宅 2 棟６戸（各 97.73㎡）で、木造・
木質化建築技術を活用した住まいです。町では、町内企業へ町外から通勤する若い世代などを対
象に入居者を募集し、定住促進と雇用環境の向上に繋げていきます。

3/　30月



準

湧水×風景 賞
松
元 

絹
代

﹁棚
田

彩
﹂

千
々
岩 

彰

﹁梅
雨

夕
暮

﹂

湧水×アート 賞 ﹁空

﹂

野下 浩史
「始まりの足もと」

湧水×人 賞

青木 弘文
「本番10分前」

かいと
「雲の上の世界」

湧水×歴史・文化 賞

福吉 勝文
「熊野神社」

豊永 美和子
「稲葉崎供養塔群」

第 ７ 回

ゆ う す い フォトコンテスト

～心に残る情景、～心に残る情景、
息づくアートとヒストリー～息づくアートとヒストリー～

グランプリ 瀬戸口 義継
「星空とレインボー桜」

上
原 

麗
香

﹁銀
世
界

続

﹂

　昨年７月７日(月)から１月��日(金)までの期間、「第７回ゆうすいフォトコンテスト～心に残
る情景、息づくアートとヒストリー～」を募集しました。Instagramでの投稿や郵送にメー
ル、ご持参してくださる方など、合計��名9�作品の応募がありました。
　３月６日(金)に最終審査会が行われ、厳正なる審査の結果、��作品が入賞されました。
　たくさんの素敵な作品のご応募、ありがとうございました。受賞された作品は今後、栗野駅
待合室や霧島アートの森などで展示予定となっておりますので、ぜひご覧ください。

（轟桜並木）

︵
吉
松
駅
︶

︵
北
方
︶

︵
幸
田

棚
田
︶ （栗野中央公民館前） （魚野フライトエリア）

（川添門前） （稲葉崎）（霧島アートの森）

︵
霧
島

森
︶

(敬称略)(敬称略)
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令和８年度　一般会計当初予算

78億3,114万3千円78億3,114万3千円
　令和８年度の当初予算は、一般会計と特別会計を合わせると 105 億 9,947 万 8 千円となりました。また、
企業会計である水道事業会計の予算は 11 ページ『別表２』のとおりです。

【一般会計の状況】
　一般会計は総額 78 億 3,114 万 3 千円で、令和７年度に比べ 1 億 1,685 万 1 千円（比率で約 1.5％）の
増額となりました。これは、令和７年度当初予算が「骨格予算」として編成されていたことや本年度に
おける中学校バリアフリー化改修工事に係る経費が主な要因です。
　歳出の主な増減の内容としては、「総務費」が前年度に自治体システム標準化移行負担金等を計上し
ていたことにより、8,377 万 1 千円 (7.3％ ) の減となっています。一方、駅前通り線の改良舗装工事の実
施等により「土木費」が 1 億 1,492 万 1 千円 (15.2％ ) の増となっています。また、「教育費」が学校給
食共同調理場の炊飯システム取替修繕や上述の理由により、7,193万3千円(10.8％ )の増となっています。
その他歳出の主な内容については 12 ～ 13 ページのとおりです。
　歳入については、令和７年度に温泉健康施設休業の影響により「使用料及び手数料」が 1,789 万 2 千
円 (13.4％ ) の減、令和７年度に自治体システム標準化・共通化に伴う基幹システムの移行作業を支援す
るための補助金を計上していたことにより、「諸収入」が 8,193 万円 (37.7％ ) の減となるなど、自主財
源の割合は全体の 37.7％となっています。
　町道整備等の財源となる「町債（町の借金）」が 3,660 万（12.2％）の増となったため、依存財源は 1
億 9,005 万 7 千円（4.1％）の増となり、その割合は全体の 62.3％と、依然として高い状況にあります。
公金横領に伴う元職員の弁償金は 63,730 千円を計上しています。

◎当初予算総額の推移（一般会計）

※用語解説
・骨 格 予 算 ：法令上の定めはありませんが、地方公共団体（町）の長や議員の選挙時期等の関係で政

策的な判断ができにくいという観点から、政策的経費等の予算計上を避け、必要最小限
度の経費を計上する予算のことです。

・ 自 主 財 源 ：町税や使用料などのように、町が自主的に徴収・収納することができる財源。この財源
が多いほど行政活動の自主性と安定性が確保されます。

・ 依 存 財 源 ：地方交付税や国県支出金など、国や県の制度により町に交付される財源。国の予算や施
策に大きく影響を受けます。
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◎一般会計以外の各会計予算規模（別表２）

◎町民１人あたりの一般会計歳出予算額（別表１） ※（　）内は令和7年度

区　　分 令和８年度予算額 令和７年度予算額 増　　減　　額 増減率

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 12億1,380万4千円 12億8,882万2千円 ▲7,501万8千円 ▲5.82％

介 護 保 険 事 業 13億750万6千円 12億8,929万6千円 1,821万円 1.41％

後期高齢者医療事業 2億4,702万5千円 1億9,514万2千円 5,188万3千円 26.59％

企
業
会
計

水
道
事
業
会
計

収益的
収　入 2億1,886万円 2億74万8千円 1,811万2千円 9.02％

支　出 2億1,094万2千円 2億31万円 1,063万2千円 5.31％

資本的
収　入 1,144万6千円 1,370万6千円 ▲226万円 16.49％

支　出 1億3,178万5千円 1億2,799万1千円 379万4千円 2.96％

町 民 １ 人
あ た り の
歳 出 予 算 額

民 生 費 総 務 費 土 木 費 公 債 費
高齢者の福祉増進や子育て
支援など

行政運営や地域振興、戸籍
事務など

道路や都市計画、公営住宅
の管理など

これまでの施設整備などで
借りた借金の返済

　976,695円
（938,250）

239,432円 132,451円 108,527円 103,542円
（233,614） （139,353） （91,857） （106,870）

令和8年3月31日現在
人口　8,018人

衛 生 費 教 育 費 農林水産業費 消 防 費 そ の 他
健康増進やごみ、し尿の処
理など

学校、幼稚園の管理や生涯
学習の推進など 農業、林業、畜産業の振興など 消防・救急業務など 議会運営、商工観光の振興、

災害復旧など
101,853円 92,145円 70,599円 58,804円 69,342円

（103,763） （81,110） （66,651） （51,667） （63,365）

◎歳出の目的別分類の状況（一般会計） ◎歳入の状況（一般会計）
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美しいまち」に向けた令和８年度の主な事業の概要
●子育て世帯支援事業及び母子保健事業【健康増進課】
　新生児子育て応援給付金等の給付及び妊産婦の健診や、産後ケア利用
者に対する助成を実施し、児童福祉及び母子保健の向上を図るとともに、
保育料の無償化を継続することで、誰もが安心して子どもを生み育てる
社会づくりを推進します。

●農業振興負担金補助金事業【産業振興課】
　担い手・兼業農家が機械導入する際に係る経費の一部を補助するなど、
効果的な補助事業を実施することで、本町の農業振興及び農業経営の安
定化を図ります。

●森林環境税関係事業【産業振興課】
　森林が伐期を迎え伐採が増加している中、森林環境譲与税を活用し、
森林経営管理制度の円滑な推進、適正な森林整備の推進を図ります。

●高原フェスタ補助事業【商工観光 PR 課】
　自然に触れ親しみ、芸術に対する認識を高めるとともに、人々の交流
の拡大を図るため、湧水町高原フェスタを行います。令和８年度以降は、
チェンソーアート大会と造形展を同時実施いたします。

●観光施設維持管理運営事業【商工観光 PR 課】
　訪れた方が安心して観光できる施設の管理に努めます。令和８年度は
八幡大地獄整備に伴い、施設案内の看板を作成いたします。

●定住促進事業【商工観光 PR 課】
　人口減少対策として、空家バンクに登録された空家のリフォーム費用
等に対する支援や、町内に新築住宅を取得 ( 建設・購入 ) した方に対する
補助を行います。また、関東、関西での移住相談会へ参加し、移住促進
と移住後のサポート、地域と移住者間のコミュニケーションの推進を図
ります。

●保育所等給食支援事業及び学校給食管理事業【健康増進課・教育総務課】
　町内の小中学校、幼稚園及び保育所等の給食費の無償化を行うことで、
物価高騰による保護者の負担軽減を図るとともに、栄養バランスや量を
保った従前どおりの給食を実施します。令和８年度は学校給食共同調理
場の炊飯システムの取替修繕を行います。

●障害児支援事業【健康増進課】
　児童発達支援及び放課後等デイサービスを利用する児童の給食費・お
やつ代の無償化を行うとともに、子どもの発達段階にあった個別支援計
画を作成し、様々な療育を行っていきます。令和８年度は、子ども発達
支援センターみのりの施設老朽化に伴い、栗野保健センターへの移転を
計画いたします。

●高齢者訪問給食サービス事業【長寿福祉課】
　一人暮らし、もしくは夫婦暮らし等の高齢者に対し、昼食及び夕食を
提供し自立した生活の維持や安否確認などで孤独感の解消を図り、在宅
福祉の向上を図ります。

保
健
・
福
祉
の
増
進

産
業
・
地
域
の
振
興
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「人と自然が織りなす芸術のまち 心豊かで伸びゆく
令和８年度の当初予算に計上された主な内容についてご紹介します。

●各学校管理事業【教育総務課】
　小・中学校の適正な管理に努めるとともに、学校図書の更新等を行い、
学習環境の充実を図ります。
　令和８年度は栗野中学校・吉松中学校のバリアフリー化に係る工事を
行います。さらに、校務支援システムや学校情報通信ネットワークの環
境を整備し、教育の質の向上や教職員の負担軽減を図ります。

●町内の道路等維持補修及び改良舗装【建設課】
　老朽化した町道の維持補修や改良舗装工事等を行い、安全で利便性の
高い道路、交通体系の整備に努めます。

●総合交流施設活用検討事業【健康増進課】
　湧水町民の健康増進と憩いの場として活用できるように、総合交流施
設のリニューアルにむけた支援業務委託を行っていきます。
　また、子育て支援として屋内遊具設備を設置します。

●都市計画推進事業【まちづくり推進課】
　国の都市空間情報デジタル基盤構築支援事業を活用し、都市計画だけ
でなく浸水想定区域の 3D 表示など防災面での活用を図るための、3D 都
市モデル整備業務を進めていきます。

●下場土地区画整理事業【まちづくり推進課】
　継続事業である下場地区の区画整理を行い、良好な市街地を形成して
地域活性化を図ります。

●消防施設整備事業【総務課】
　轟地区、中津川地区、般若寺地区の消火栓の取替修繕を行い、迅速な
消防活動を行える環境を整え、住民の生命・財産を守り安全で安心して
生活できるように努めます。

●交通対策事業【企画財政課】
　JR 肥薩線が被災したことに伴い、本町から高校等へ通学する生徒や保
護者に対して、負担軽減や通学の時間短縮を図り、充実した学校生活が
送れるように町独自のスクールバス運行を行います。

●各地区の公民館施設及び集会所の整備【生涯学習課】
　各地区の公民館施設及び集会所を計画的に整備・改修し、地区公民館
活動の充実を図ります。令和８年度は栗野中央公民館の屋上防水修繕を
実施し、施設の長寿命化を図ります。

●くりの図書館運営事業【生涯学習課】
　新たな図書等の購入や各種読み聞かせイベントを実施し、魅力的な図
書館づくりに努めるとともに、読書意欲の向上と読書活動の推進を図り
ます。
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リングトンネル

　鹿児島県教育庁姶良・伊佐教育事務所が実施する
「緑の教育賞(学校賞)」を幸田小学校と吉松小学校が受
賞し、３月６日(金)に授与式が行われました。この賞は、
姶良・伊佐地区の豊かな自然にちなんだ教育理念「緑の
教育」に基づき、１年間にわたって優れた教育実践を
行った学校に贈られるものです。
　幸田小学校の旭悠大教諭が執筆した「運動する楽しさ
を実感し、意欲的な運動の中で体力向上を図っていく取
組への挑戦」についての教育実践論文が優秀賞を受賞し
ました。また、吉松小学校の桃木幸将教諭は「子どもが
主体的に学ぶ授業の在り方、教具の工夫への取組」につ
いて、福吉真弥教諭は「次期学習指導要領を見据えた算
数科での『自由進度学習』・『主体的・対話的で深い学
びの実践』」などについて、３つの教育実践論文を執筆
し、特選を受賞しました。
　これにより、幸田小学校と吉松小学校が緑の教育賞
(学校賞)を受賞し、吉松小学校は４年連続の受賞となり
ました。各学校、先生方の益々のご活躍をお祈りいたし
ます。受賞おめでとうございます。

　自然に囲まれた栗野岳レクリエーション村
に、新しい遊具が２基設置されました！
　１基目は、すべり台やリングトンネル、
ホールド登りが１つになった複合遊具。ト
ンネルをくぐったり、ホールドをよじ登っ
たり、子どもたちがわくわくすること間違
いなしです。
　２基目は愛らしい馬をモチーフとしたすべ
り台。小さな子でも楽しめるかわいらしいデ
ザインで、はじめての遊具にもぴったりです。
　雄大な自然の中で、子どもたちが思い切り
体を動かせる環境がさらに充実しました。遊
具でたくさん遊んだ後には、霧島アートの森
やアート牧場で芸術や動物に触れてみてはい
かがでしょうか。
　春の陽気に誘われて、ぜひご家族でお出か
けください。

幸田小学校と吉松小学校が「緑の教育賞(学校賞等)」を受賞！幸田小学校と吉松小学校が「緑の教育賞(学校賞等)」を受賞！

３/26(木)～３/26(木)～
週末のおでかけは、栗野岳へ。週末のおでかけは、栗野岳へ。
新しい遊び場が完成！新しい遊び場が完成！

幸田小学校

吉松小学校

▲右が坂元校長

▲左が國生教頭、中央が旭教諭、右が溝上校長

馬をモチーフにしたすべり台

複合遊具

ホールド登り
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◆湧水町高校生等就学支援事業
　高校生等の保護者に対し、就学に伴う通学及び寮費等に要する経費を
補助することにより、経済的負担の軽減を図るため補助金を支給します。

◎対 象 者　
高等学校等に就学する生徒の保護者で、毎年11月１日現在におい
て町内に住所を有する者

◎補 助 額　生徒１人あたり 年額３万円

◆湧水町新生児子育て応援給付金事業
　子育てにおける経済的負担を軽減するため、新生児を出生した保護者に対して支給します。た
だし、すべての支給要件を満たす方が対象となります。

◎支給要件
・ 母親が新生児出産以前から本町に住所を有し、居住していること
・ 母子ともに給付金申請時において本町に住所を有し、居住していること
・ 保護者及びその世帯員に町民税等の未納がないこと
・ 給付金受給後も本町に定住する意思があること

◎支 給 額   第１子目 10万円 、第２子目 20万円 、第３子目以降 30万円

◆湧水町入学祝金事業
　湧水町の次世代を担う子どもの入学を祝うとともに家庭における子育てを支
援するため、未来へ期待膨らむ小学校及び中学校に入学する新１年生に対し支
給します。

◎対 象 者  児童が入学する年の４月６日現在において本町の住民基本
台帳に記載され、小・中学校に新１年生として入学する児童
の養育者であること

◎支 給 額　児童１人あたり３万円

◆保育料無償化事業
　令和６年度より、０歳児から２歳児の保育料を湧水町が負担し、令和元年度から国の制度で実
施している３歳児から５歳児の保育料無償化に加えて、町内の全児童の保育料がすべて無償化と
なっています。

◎対 象 者　町内に住所を有する者で、保育所等を利用する０～２歳児の保護者
◎対象となる経費　世帯の所得に応じて決定した保育利用料　最大３9, ６００円（月額）
　※延長保育料や行事費等はこれまでどおり保護者負担となります。

◆保育所等給食支援事業
　子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、保育所等で徴収される給食費の補助を行います。

◎対 象 者
　町内に住所を有する者で、保育所等を利用する３～５歳児の保護者
　※０～２歳児の給食費は保育料に含まれているため、無償。
◎対象となる経費
　保育所等に支払う給食費
　※おやつ代等についてはこれまでどおり保護者負担となります。

湧水町の児童福祉に関する制度の紹介【№２】
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◆障害児通所給食費等支援事業
　子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、障害児通所支援施設(※１)
で徴収される給食費等の補助を行います。
　手続きの流れについては、施設ごとに異なりますので、詳しくは施設へお
尋ねください。
※１　障害のある子どもが日中や放課後に通い、特性に合わせた指導や訓
練（療育）を受けて、自立や社会参加を目指すための施設　（未就学児：児
童発達支援施設／就学児：放課後等デイサービス）

◎対 象 者　町内に住所を有する者で、障害児通所支援施設を利用する児童の保護者
◎対象となる経費　障害児通所支援施設に支払う給食及びおやつに係る経費

◆医療相談アプリ事業
　湧水町では株式会社リーバーが運用する、スマホからいつでもどこでも無
料で医師に相談ができる「医療相談アプリLEBER」を、妊娠中の方がいる家
庭及び15歳までの子どもがいる家庭を対象に、無料で登録ご利用いただけ
ます。生活の中で気になるこころや身体の悩みなど、お子様だけでなく保護
者の悩みも相談可能です。家族５人まで登録できます。相談内容を町が確認
することはありませんので、ぜひ安心してご利用ください。

◎対 象 者  
・ 妊娠中の方がいる家庭
・ ０～ 15歳までの子どもがいる家庭

◎利 用 料　
　無料
　※相談時、携帯電話などを使用する際の通信料が各家庭の負担となります。
　※相談は基本的には無料となりますが、相談をする医師を指名する場合の費用は各家庭

の負担となります。
◎相談できること　

・ 子どもの発熱など病気の相談
・ 産後うつなどのこころの相談　等

◎利 用 方 法　
対象となる家庭に「登録番号」が記載された通知をお渡ししますので、健康増進課にお問
い合わせください。

　※本アプリは、相談のためのアプリです。医師による診察ではありません。

問い合わせ先 栗野庁舎　健康増進課　７４－３１１１

◎その他、下の制度については、前回３月号【 NO. １ 】で紹介しています。
◎町ＨＰにも掲載しています。

児童手当支給事業 子ども医療費
給付事業

児童扶養手当
支給事業

ひとり親家庭等
医療費助成事業

特別児童扶養
手当支給事業

自立支援事業
（育成医療）

子育て短期
支援事業

妊婦のための
支援給付事業
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問い合わせ先 栗野庁舎　健康増進課　７４－３１１１（内線 　２１００・２１０６）

◎保険料率の変更について（令和８・９年度）

◎保険料の算定方法
　（医療分）（令和8・9年度）

　（子ども・子育て支援金分）（令和8年度）

※令和9年度の子ども・子育て支援金分の保険料は、令和8年度に決定します。

「子ども・子育て支援金制度」とは？
　全ての世代や企業のみなさまから支援金を拠出いただき、子育て施策の拡充に充てるもので、
子どもや子育て世帯を社会全体で支える制度です。

どうして「支援金制度」が必要なの？
　近年、少子化・人口減少の進行が加速していることから、政府は令和５年12月にこども未来戦
略「加速化プラン」を策定し、総額3.6兆円の次元の異なる子ども・子育て支援の拡充を実施する
ことを決めました。支援金制度はこれを支える財源の一部です。

　今回の保険料率改定を反映した令和８年度の確定保険料については、令和７年中の所得
をもとに算定し、７月に通知します。
　※４月・６月・８月分の仮徴収保険料には、今回の改定事項は反映されていません。

後期高齢者医療保険料率等が変わります
　後期高齢者医療保険は、75歳以上の方、または65歳以上で障害認定を受けている方が対
象となる医療保険です。保険料は、制度を運営する鹿児島県後期高齢者医療広域連合が被保
険者の皆様の医療費の動向などを踏まえ、２年ごとに見直すこととなっており、令和８年度
から、次のように保険料が変更されました。また、子ども・子育て支援金制度が令和８年度か
ら新設されました。

変更後
59,900円

変更後
11.72％

変更後
80万円

変更後
69,800円
子ども分(新設)
1,400円

均等割額と
所得割額の合計

（限度額８5万円）

均等割額と
所得割額の合計

（限度額2万1,000円）

69,800円
※世帯の所得等に応じ
て軽減措置があります。

1,400円
※世帯の所得等に応じ
て軽減措置があります。

(総所得金額等−基礎控除額43万円)  
×

　１1.72％

(総所得金額等−基礎控除額43万円)  
×

　0.25％

変更後
11.72％
子ども分(新設)
0.25％

変更後
85万円
子ども分(新設)
2万1,000円

均等割額

年間保険料

年間保険料

均等割額

均等割額

所得割額

所得割額

所得割率 保険料賦課限度額



隊員 (２年目)
京都芸術大学とのファッションショー企画を実現させることが目標！
チームワークを大切に，これからも湧水町での活動を楽しみたいです♪

(企画財政課)

活動報告

柿木隊員 (３年目: 12月卒隊予定)
３月末に育苗棟用のハウスを建設したので、苗作りから色々な作物
を栽培し、物産館やふるさと納税の返礼品として出品したいです。

(産業振興課)

五藤隊員 (３年目：R９.３月卒隊予定)
ミッションの「空き家対策」に加え、編み物で皆さまと触れ合う機会を増やした
いです。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

(商工観光PR課)

曾地隊員 (２年目)
協力隊任期も半ばを迎えたところですので、これまでの情報発信と並行して定住
に向けた活動を本格化できればと思います。

(商工観光PR課)

打越隊員 (２年目)
豊かな風景を求めて町内全域、隅から隅まで巡ろうと思います。お見かけした際は
地域の魅力などたくさんお話聞かせてください♪

(商工観光PR課)

 今年度も吉松や町(まち)の魅力発信とヤマメ飼育の二刀流で頑張ります！
なんでも屋”として地域の皆さんとの活動も増やしていきたいです。

小笠原隊員 (２年目)(まちづくり推進課)

　３月��日(月)、栗野中央公民館で行われた高齢者学級
に行きました。今回は、小笠原隊員発案の「湧水町クロ
スワードで遊ぼう＆鹿児島弁を(協力隊が)学ぼう」とい
う企画でした。前半は湧水町の魅力を題材にしたクロス
ワードパズルで、��名ずつの２チームに分かれてどちら
のチームが早く解けるか団体戦を行っていただきまし
た。初級編と上級編の�種類を用意しましたが、結果は
両チーム１勝ずつと互角の戦いを見せ引き分けとなりま
した。

高齢者学級に行ってきました！

　後半は、隊員が鹿児島弁を学ぶコーナーでし
た。今も使われている表現や逆に使われなくなっ
てきた表現など、たくさん例を挙げていただきま
した。鹿児島では豆腐のことを「おかべ」、寄り道
のことを「へよい」、歩いてきたを「じずいでき
た」、肩車のことを「びんずいこ」 びびんこ」と
言うそうです。聞いたことのある言葉もあれば、
全く耳なじみのない響きもありとても面白く勉強
になりました。

新年度に向けて。

「

白坂
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関
東
湧
水
会

中
部
湧
水
会

　　 人会、湧水会と聞くと堅苦しいイメージがあるかもしれませんが、ふるさとを共有する者同士会
　　 えば瞬く間に会話がはずみます。先ずは友人を誘って覗いてみてください。県

鹿
児
島
湧
水
会

���-����-���� teiko@nagoyashindou.ecnet.jp
事務局長　笹田 てい子
●問合せ先

●活動内容
年に一度の総会and懇親会を開催しそれに向けて役員会を
年�回程行い、親会である愛知鹿児島県人会の諸行事等に
参加しております。

　　 初は多少の面倒臭さや戸惑いが伴いましたが、自分を育ててくれた郷土と同郷の仲間のために、
　　 少しでも役立てばとの想いで継続して活動をしています。生活にメリハリができ、温かさと潤い
のある交流体験も実感できてマッコテ良か気分が味わえます。加えて、会の繁栄発展のために奮闘す
る労を労う言葉を頂いた時など、ますます意欲を掻き立てられます。

やりがい・魅力

当

　　 年は��月��日(日)に総会・懇親会の開催を予定しています。本会は堅苦しい会ではありません。
　　 総会などイベントに参加することが義務でもありません。テゲテゲで結構です。一度気軽な気持
ちで遊びに来ませんか？都会で同郷の知人、友人ができると心強いですし、思わぬ仕事のチャンスも
あるかもしれません。年配の方は地元のディープな情報をたくさん知っていることもあります。
　あなたの加入で、そして若い方々の感性で会が活性化します。力をお貸しください。

メッセージ

今

メッセージ

　　 と言っても湧水町をふるさととする人が、年代を越えてかごしま弁で語り合い、少し肩の荷を軽
　　 くできる、また、ふるさとの状況や景色に触れ、共有できることです。

やりがい・魅力

何

●活動内容
➀総会・懇親会
➁近隣郷土会との交流
➂県人会連合会の役員団体としての活動
●問合せ先
事務局長　重村 博文

���-����-���� h-shigemura��@ nifty.com

●問合せ先
幹事長　宿口 博行

���-����-����

●活動内容
鹿児島市在住の湧水出身者を対象に毎年�月に総会並びに
懇親会を開催しています。

湧水会湧水会を知知っていますか？
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➀総会・懇親会 (��月開催予定)
➁不定期ゴルフコンペ、新年会・忘年会 (最近は未実施)

●問合せ先
会　長　今園　正見 ���-����-����

���-����-����事務局　和田　正秀

●活動内容

　　 場から町長等執行部の出席があり故郷の情報を得られること、また同郷の方と懇親を深めて顔な
　　 じみとなりいいコミュ二ケーションの場となっています。

やりがい・魅力

役
　　 っど来てみやんせ！同郷の楽しい仲間との触れ合いが最高！
　　 このような場がなかなかなくなりました。是非この機会にお友達を誘っておいでください。

メッセージ

い

福
岡
湧
水
会

　　 郷との絆を結ぶ懸け橋。
　　 出会いの感動に涙。

やりがい・魅力

故
　　 郷を思い出させるふれあいの会です。思いがけない人に巡り合う機会です。
　　 思い切りカゴンマ弁で！

メッセージ

故

関
西
湧
水
会

  　　西湧水会には、��代の若手から経験豊富な先輩方まで、幅広い世代の会員が集っています。
　　  関西での生活に関する知見や経験を共有し合うことで、互いに学び合える場となっています。こ
うした交流を通じて生まれる繋がりは、関西での生活をより円滑で充実したものにしてくれます。

やりがい・魅力

関

　　  西湧水会は、湧水町出身者がゆるく繋がることを目的とした会です。主な活動は、年に数回開催
　　 される交流会となっています。
近年は��代の参加者も増え、世代を超えて地元の話題を中心に交流が深まっています。仕事や学校と
は異なる場として、気軽に地元の話ができる機会となれば幸いです。

メッセージ

関

●活動内容
総会・忘年会

会　長　北園　太一 ���-����-����
●問合せ先

湧水会とは、都市部に居住される郷土出身者で作られた会のこと。
各総会には本町からも町長や議長などが出席し、町の近況報告を
行っています。
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みんなでつくろう　安全・安心のまち
地域安全ニュース・110番だより

《 問い合わせ先　伊佐湧水地区防犯協会　☎0995-22-2337・伊佐湧水警察署　☎0995-22-0110 》

　「緑の募金」は、豊かな自然を守り育て、未来の子どもたちへ確実に引き継いでいくことを目
的としています。
　毎年、各自治会を通じた募金や、公共施設に設置した募金箱など、多くの温かいお気持ちをお
寄せいただいており、湧水町の緑化推進のため有効に活用しています。
　令和７年度、皆様から寄せられた募金総額は、307,908円となりました。
　お寄せいただいた募金は、主に次のような事業に活用し
ます。

【自治会・学校・保育所等の緑化事業】
　自治会・学校・保育所等へ苗木や緑化資材費等を配布し、
樹木や花を植え、皆様が憩える緑豊かな空間をづくりを推
進します。
　令和７年度は、15団体からの申し込みにより、植樹や花
壇の手入れなど緑化推進を図りました。

湧水を守るため森林を知ろう！ 作ろう！ 守ろう！
緑あふれる、心地よい
まちづくり「緑の募金」

　新しい年度がスタートしたこの時期、通学に不慣れな新入学(園)児童・
生徒の安全確保のため、警察署、防犯協会、交通安全協会は、関係機関、
団体、地域と連携して見守り活動を強化しています。

R8全国地域安全運動＆全国暴力追放運動の
ポスター・青パト写真・標語を募集します！

・ポスター⇒様々なかたちの防犯ボランティア
                  活動
・青パト写真⇒青色回転灯等装備車の活躍
・標語⇒暴力団のいない社会づくり
応募資格は問いません。
締切り　令和8年5月29日(金)
            (鹿児島県防犯協会必着のこと)
詳しくは、防犯協会にお問い合わせください。

・通勤しながら…
・買い物しながら…
・散歩しながら…
・洗濯物を干しながら…
・花の世話をしながら…

　地域の異変や危険に気づいたときは警察署や
役所などに伝えましょう。

『ながら見守り』『ながら見守り』始めてみませんか？始めてみませんか？

春の子供の安全
見まもり大作戦

期間　4/8～4/17

春の全国
交通安全運動

期間　4/6～4/15
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★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

Hello!
! ALT

グラント
・ホビー

　湧水の皆さんこんにちは！お元気ですか？
　春がやってきました。花粉が飛び交い、ア
レルギーに悩む人が増える季節ですね。皆さ
んが花粉症に悩まされることなく、元気に過

ごされていることを願っています！春は暖かくなり、バーベ
キューがさらに楽しめる季節です。そこで、今回のニューズレ
ターでは、アメリカと日本のバーベキューの違いについてお話
したいと思います！
　私は、アメリカと日本という、異なる２つの国のバーベキュースタイルを体験してきました。
皆さんもよくご存じのとおり、日本のバーベキューは皆で協力して行うもので、地面に置いた
小さなグリルを囲んで、小さく切ったお肉や野菜、そして魚介類などを焼くことが多いと思い
ます。
　一方、アメリカでは、焼く人は通常１人です。大抵はホスト役を務める父親が担当します。
一般的に、蓋付きの大きくて背の高いグリルが使われます。燃料はプロパンガスと炭が最も一
般的です。便利で使いやすいという理由でプロパンガスを好む人もいれば、お肉にスモーキー
な風味を加えてくれるという理由で炭を好む人もいます。典型的なアメリカのバーベキュー料
理には、ハンバーガー、ステーキ、ホットドッグなどがあります。燻製器を使って肉を燻す人
もいますが、通常のグリルほど一般的ではありません。
　私は日本とアメリカ、どちらのバーベキューも楽しんでいます！写真は、アメリカに住む私
の両親が使っているバーベキューグリルです！

アメリカと日本のバーベキューアメリカと日本のバーベキュー

　松山智一（1976年−）の作品≪Side Effects Hope≫が、屋内コレク
ションとして新たに加わりました。松山はNYのブルックリンを拠点に
活動するアーティストで、グローバルな活動と重層的な作品が高く評価
されています。本展では、周囲の環境を取り込み美しく変化する本作を、
既存の屋内コレクションとともに展示いたします。作品解説カードを手
がかりに作者との対話を楽しみながら鑑賞してみませんか。

問い合わせ先
鹿児島県霧島アートの森　TEL 74-5945

公式ホームページはこちら 公式Instagramはこちら

新所蔵作品展
■会　期　2026年４月21日（火）〜６月28日（日）
■会　場　アートホール　　
＊入園料のみでご覧いただけます。
＊月曜日休園（祝日の場合は開園し翌平日休園）

松山智一
《Side Effects Hope》
2023年
H 1 8 0 . 0 × W 8 2 . 3 ×
D107.3cm、ステンレ
ス・スチール

入園料の改定について入園料の改定について（お知らせ）（お知らせ）
　今後も皆様に快適にご利用いただける施設環境の維持及びサービ
スの充実を図るため、令和8年4月1日(水)より入園料を次のとおり
改定いたしました。
　これからも、自然の中で芸術を楽しめる野外美術館として、より
魅力ある展示・環境づくりに努めてまいります。
一般 400(320)円／高大生280(220)円／小中生 200(160)円／
幼児 無料　※(    )内は20人以上の団体料金。
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くりの図書館くりの図書館にに行こう！行こう！

【開館時間】　10：00 ～ 18：00
【休 館 日】　毎週月曜日、毎月第４木曜日、祝日
　　　　　　（こどもの日は開館しています）

【問い合わせ先】　くりの図書館　74-1821

新着本のご紹介新着本のご紹介

　本を返却したいけど、なかな　本を返却したいけど、なかな
か時間がとれなくて…。か時間がとれなくて…。
 ブックポストにも返却できま ブックポストにも返却できま
すのでご利用ください。すのでご利用ください。

吉松地域→吉松庁舎入口吉松地域→吉松庁舎入口
栗野地域→図書館入口栗野地域→図書館入口

   にあります。   にあります。

返しそびれている返しそびれている
本はありませんか？！本はありませんか？！

『叫び』 『カフェーの帰り道 』『時の家』

　早野ひかるは「先生」に打ち
のめされ、銅

どうたく

鐸と土地の来歴

を学び始める。ここではかつ
て罌

け し
粟栽培と阿

あへん
片製造が盛ん

で、満州に渡って「陛下への花
束」を編み、紀元2600年記念
万博を楽しみにしていた青年
がいた。恋愛政治小説。

　流行りに乗り切れない、長
閑な「カフェー西行」で女

じょきゅう

給

たちは朗らかに働いた。時代
を映す鏡であった仕事「女
給」を通し、大正から昭和を
生きた市井の人生を描き出
す。

　青年は描く。その家の床を、
柱を、天井を、タイルを、壁を、
そこに刻まれた記憶を。目を
凝らせば無数の細部が浮かび、
手をかざせば塗り重ねられた
厚みが胸を突くー。ある家の
記憶を紡いだ小説。

畠山　丑雄 /著
新潮社 /出版

嶋津　輝 /著　
東京創元社 /出版

鳥山 まこと /著
講談社 /出版

その他の新着本

・ ハローキティのニーチェ　  朝日文庫編集部/編
・ 大人の断捨離手帖　　　  やました　ひでこ/著
・ 豊かな人だけが知っていること  長倉　顕太/著
・ 投資依存症　　　　　　           森永　卓郎/著
・ 青学流「絶対王者の鉄則」　              原　晋/著
・ グロリアソサエテ                 朝井　まかて/著
・ 分裂蜂起　　　　　　　　        佐々木　譲/著
・ 鬼隼人　剣客同心　　　　 　　 　鳥羽　亮/著
・ 求めない練習　　　　　　     カン　ヨンス/著
・ おうちでかんたんちいさいスイーツレシピ
　　　　　　　　　　　　　       塚原　佳樹/著
・ 勝つ、ではなく、負けない。           黒田　剛/著
・ チューリップさいた　  くすのき　しげのり/作
・ 実家じまい終わらせました！     松本　明子/著
・ 白露　警視庁強行犯係・樋口顕       今野　敏/著
・ 空き家まるごとDIY ！　　           坂口　克/著
・ 笑顔がたえない36の家訓　       漆山　佳月/著

第174回 芥川賞 第174回 芥川賞 第174回 直木賞
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ゆ
う
す
い

ゆ
う
す
い
のの

スス
ポ
ー
ツ

ポ
ー
ツ
（
敬
称
略
）

消費生活相談員出前講座の実施について

相談窓口

◎栗野庁舎　商工観光ＰＲ課　７４−３１１１（内線 ２２８４）
 （相談無料、秘密厳守、通話料：相談者負担）
　受付時間　平日8：30～12：00　13：00～16：30　※土日、祝日、年末年始を除く
◎県消費生活センター　０９９−２２４−０９９９　
　受付時間　【月～金】９：00 ～ 17：00　【土】10：00 ～ 16：00

　全国的に増加している消費者問題の啓発として、消費生活相談員が地域や自治会に出向き、
身近な公民館などで消費者問題を学べる講座を開設します。
　希望する場合は事前に商工観光 PR課へご相談ください。

講座可能
日　　程

原則として平日 ９: ００～１６: ００までの間
で実施

場　　所 会場の確保をお願いします。会場の費用はご
負担ください。

人　　数 5名以上（応相談）。

講座時間 応相談（例30分～ 60分程度など）

費　　用 無料

お気軽に
お問い合わせ
ください！！

　三島村教育委員会の方々が本町の教育環
境の視察研修のため来町されました。
　教育現場として幸田小学校の小規模校な
らではの特色ある教育活動や、児童一人ひ
とりに寄り添った授業風景を熱心に見学さ
れ、教育実践について活発な意見交換を行
いました。その後、本町の三日月池や丸池
湧水、霧島アートの森等を視察され自然と
アートの融合を体感されました。
　離島と山間部という異なる環境ではあり
ますが、本町の教育や豊かな自然環境・観
光資源について深く知っていただく貴重な
機会となりました。

2/19(木)～20(金)2/19(木)～20(金)
三島村教育委員会が来町！三島村教育委員会が来町！
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・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、

    

毎
月
10
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
短
　
　
歌

メ
ダ
ル
手
に
子
ら
を
励
ま
す
サ●

●

●

オ
リ
ス
ト

　

金
に
同
じ
と
書
く
貴お

重も

き
銅　
　
　

福
田　

三
四
五

春
が
来
た
と
心
躍
る
も
ま
つ
な
ら
ず

　

花
見
に
行
け
る
日
あ
る
や
と
待
つ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村　

美
代
子

し
わ
く
ち
ゃ
で
大
口
開
け
て
の
笑
い
顔

　

パ
チ
リ
と
や
ら
れ
た
九
十
六
才
の
誕
生
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

夏
祭
り
朝
顔
染
の
浴
衣
着
て

　

手
堤
袋
に
お
小
遣
い
銭　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

笑
ひ
袋
心
の
奥
よ
り
取
り
出
し
て

　

笑
は
う
ハ
ハ
ハ
福
寿
草
咲
く　
　
　

榎
木　

志
津
代

麦ば
く
し
ゅ
う秋
の
村
を
歩
け
ば
甦

よ
み
が
える

　

麦
踏
み
を
せ
し
十じ

ゅ

う

に

二
歳
の
足あ

し

裏う
ら　
　

川
野　

久
美
子

誰
よ
り
も
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た

　

あ
か
ん
べ
え
顔
し
て
笑
っ
て
い
る　

笹
田　

て
い
子

命
日
の
朝
に
く
ゆ
ら
す
線
香
は

　

春
を
い
ざ
な
う
桜
の
香
り　
　
　
　

城　

千
鶴
子

　
川
　
　
柳

古い
に
し
えの
夢
に
浮
か
ぶ
は
未み

れ
ん練
心ご

こ
ろ　
　
　

   

長
友　

幸
憲

　
俳
　
　
句

こ
こ
は
南
国
鹿
児
島
寒
椿　
　
　
　
　

寄
下　

真
平

       
　

薩
摩
狂
句 　
（
唱
）
福
田　

三
四
五  

娘こ

あ
会く

わ
い議
じ
ゃ
弁べ

ん
と当
を
貰も

ろ

っ
今き

ゅ日
あ
留ず

い

ば

ん

守
番　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ

っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
卵
焼
っ
煮マ

メ豆　

昼ひ
い

が
待
ん
長な

げ

　
梅
が
咲せ

っ
鳥と

や
鳴ね

っ
我
が
も
歌う

と
出で

け
っ　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
釣
ら
れ
っ
亭て

し主
も
後の

ち
ゃ
ハ
モ
い
か
た

問い合わせ先 栗野中央公民館　７４−４３１３　

　栗野陸上スポーツ少年団は、走る・跳ぶ・投
げる運動の基本動作を楽しみながら向上させ、
自己記録への挑戦を通じて心身の育成を行って
います。
練習日　　毎週　月・水・金曜日
　　　　　　　　17：30～19：00
練習場所　栗野小学校グラウンド
活動内容　陸上競技の基本動作・大会参加
指導者　　岩下　陽一監督　コーチ２名
※現在の団員　14名（男子6名・女子8名）

『栗野陸上スポーツ少年団』活動紹介
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「
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
会

(

定
期
相
談
会)

」の
ご
案
内

　

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？

　

県
労
働
委
員
会
委
員【
公
益
委
員(
弁

護
士
、大
学
教
授
等)

、労
働
者
委
員(
労

働
組
合
役
員)

、使
用
者
委
員(

会
社
経
営

者
等)

】が
、解
雇
や
雇
止
め
、配
置
転
換

や
賃
下
げ
、パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

労
働
者
、使
用
者
の
ど
な
た
で
も
、お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。電
話
に
よ
る

相
談
も
可
能
で
す
。問
い
合
わ
せ
先
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
厳
守
。

※
毎
月
原
則
第
４
火
曜
日(

閉
庁
日
を
除

く)

。

▼
日
時
　

　
〈
４
月
の
相
談
会
〉　

４
月
28
日(

火)

　
〈
５
月
の
相
談
会
〉　

５
月
26
日(

火)

　

ど
ち
ら
も
14
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　
　

(

受
付
は
16
時
30
分
ま
で)

▼
場
所
　

　

県
庁
労
働
委
員
会(

県
庁
15
階)

▼
参
加
料　
無
料

▼
申
込　

　

相
談
会
の
時
間
で
随
時
受
付(

予
約
優
先)

▼
問
合
せ
先

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局（
県
庁
15
階)

　

☎
０
９
９

−

２
８
６

−

３
９
４
３

　
　

sinsa@
pref.kagoshim

a.lg.jp

あ
な
た
の
お
住
ま
い
は
地
震
へ
の
備
え

は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

地
震
災
害
で
最
も
怖
い
の
は
住
宅
倒

壊
の
被
害
で
す
。近
年
発
生
し
て
い
る
大

地
震
で
は
、住
宅
倒
壊
な
ど
に
よ
り
多
く

の
方
が
亡
く
な
り
、特
に
現
在
の
耐
震
基

準
を
満
た
さ
な
い
昭
和
56
年
５
月
以
前

の
住
宅
に
被
害
が
集
中
し
ま
し
た
。大
地

震
に
備
え
て
、建
設
時
期
が
古
い
住
宅
に

お
住
ま
い
の
方
は
、ま
ず
は
専
門
家
に
住

宅
の
耐
震
診
断
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

●
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た

住
宅
は
、専
門
家
に
診
断
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

●
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
際
は
、地
震
対
策

も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
悪
質
な
点
検
商
法
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

※
住
宅
耐
震
に
関
す
る
ご
相
談
は
、県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

左
の
問
い
合
わ
せ
先
又

は
各
市
町
村
の
住
宅
耐

震
の
窓
口
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
建
築
家
住
宅
政
策
室
住
宅
企
画
係

　

☎
０
９
９

−

２
８
６

−

３
７
３
８

　
　

jutaku-y@
pref.kagoshim

a.lg.jp

医
療
機
関
等
に
勤
務
す
る
看
護
職
員
等

の
皆
さ
ま
、離
職
の
際
は
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ
届
け
出
を
！

　

保
健
師
、助
産
師
、看
護
師
、准
看
護
師

の
免
許
を
お
持
ち
の
方
が
、看
護
職
を
離

れ
る
際
に
は
、ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
出
を
す
る
と
、本
人
の
意
向
や
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

▼
す
ぐ
に
就
職
し
た
い
方

　

医
療
機
関
の
最
新
の
求
人
情
報
を
提

供
し
ま
す
。

▼
子
育
て
中
で
復
職
を
考
え
て
い
る
方

　

復
職
に
必
要
な
医
療
、看
護
の
知
識
や

技
術
な
ど
を
学
ぶ「
復
職
支
援
研
修
」の

案
内
な
ど
。

▼
届
出
方
法

　

届
出
は
、下
の
二
次
元

コ
ー
ド
の「
と
ど
け
る
ん
」

か
ら
。ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９

−

２
５
６

−

８
０
２
５

　

☎
０
９
９

−

２
８
６

−

２
７
３
６

町などからのお
知らせや募集な
どの情報をお届
けします。

掲
示
板

掲
示
板

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

▶
詳
し
く
は

　
こ
ち
ら

JAあいら吉松支所が
吉松庁舎へ！
　３月２日(月)、吉松駅隣のＪＡあいら吉松支所が、
吉松庁舎１階に移転し、これに伴うオープニングセ
レモニーが翌３日（火）に行われました。
　今後、吉松庁舎においては、行政手続きとＪＡ事
業に関する各種手続きを１か所で行うことができ、
住民の方がさらに利用しやすい施設となります。



[ 係員 ]　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 
新 旧 氏       名

住民税務課　主幹
（吉松庁舎駐在）
兼　健康増進課
（吉松庁舎駐在）

住民税務課　主幹
（吉松庁舎駐在）

前田　一志

企画財政課　主査
教育委員会　
生涯学習課
くりの図書館　主査

松下あゆみ

長寿福祉課　主査　 長寿福祉課　主任　 田中　萌夏
健康増進課　主査 長寿福祉課　主任 古川　晋作

会計課　主査
教育委員会　
教育総務課　主査

有木　　彩

水道課　主査 建設課　主査 久美田正樹
総務課　主任 産業振興課　主任 秋元　弦太

長寿福祉課　主任　
教育委員会
生涯学習課　主任

中西　未花

健康増進課　主任 健康増進課　主事 宮路　　彪
商工観光ＰＲ課　主任
（県文化振興財団派遣）

教育総務課　主任 庄屋　佑大

教育委員会
生涯学習課　主任

水道課　主任 上新原玲旺

議会事務局
書記（主任級）

議会事務局　書記
（主事級）

笹峯あかり

企画財政課　主事
住民税務課　主事補
兼　企画財政課　主事補

竹ノ内康平

住民税務課　主事
総務課　主事
（選挙管理委員会書記併任）

加連川ひなた

住民税務課　主事 住民税務課　主事補 松川　翔哉
住民税務課　主事 住民税務課　主事補 坊野　光陽
企画財政課　主事補 長寿福祉課　主事補 小路　琉稀
企画財政課　主事補
（霧島ジオパーク推進連絡協議会派遣）

企画財政課　主事補 堂薗　拓海

住民税務課　主事補
（選挙管理委員会書記併任）

住民税務課　主事補 櫛下　優弥

健康増進課　主事補
（鹿児島県後期高齢者医療広域連合派遣）

長寿福祉課　主事補 小倉　彪雅

産業振興課　主事補
住民税務課　主事補
（選挙管理委員会書記併任）

木原　海翔

[ 暫定再任用 ]　　　　　　　　　　　　　　　   　 　      
新 旧 氏       名

企画財政課　主任 企画財政課　主任 田底　敏郎
教育委員会
教育総務課 主任
（吉松幼稚園）

教育委員会
生涯学習課　主任

野元　直子

[ 定年前再任用短時間 ] ※定数外　　　　　　　　　　　　　　　   　 　      
新 旧 氏       名

教育委員会　
生涯学習課
くりの図書館　主任

会計課 主任 藤崎　上子

[ 新規採用 ]　　　　　　　　　　　　　　　   　 　      
発令事項 新 氏       名

新規採用
総務課　主査
（選挙管理委員会書記併任）

宮薗　亜未

新規採用 長寿福祉課　主査 岡野　広己

新規採用
教育委員会　
教育総務課　主査

柚木﨑雅史

新規採用 健康増進課　主任 久留須早希
新規採用 商工観光ＰＲ課　主任 吉永　香奈
新規採用 建設課　主任 原　　渉太
新規採用 産業振興課　主事 入佐　　迅
新規採用 住民税務課　主事補 上村　優依
新規採用 産業振興課　主事補 吉海江悠乃介
新規採用 建設課　主事補 新留　寛夢

新規採用
教育委員会　
教育総務課　主事補

池上　真未

新規採用
教育委員会
生涯学習課
くりの図書館　主事補

寺師　　凛

湧 水 町 職  員 異 動 表 令和８年4月1日付
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[ 課長級 ]　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　   
新 旧 氏       名

健康増進課長
教育委員会
生涯学習課長補佐
兼　生涯スポーツ係長

畠中　健一

教育委員会　
教育総務課長

教育委員会　
生涯学習課長
兼　くりの図書館長

寺師　弘祐

教育委員会　
生涯学習課長
兼　くりの図書館長

まちづくり推進課長補佐
兼　公共建築係長
兼　電子入札係長

水窪　幸樹

水道課長
建設課長補佐
兼　登記係長

森山　　誠

[ 課長補佐級 ]　
新 旧 氏       名

長寿福祉課　社会福祉監理官
兼　シルバー人材センター常務理事

水道課長 田底　博之

総務課長補佐
兼　消防係長兼危機管理防災係長
（選挙管理委員会書記併任）

選挙管理委員会　書記
（総務課　行政係長併任）

大山　長祐

長寿福祉課長補佐
兼　社会福祉係長

長寿福祉課長補佐
兼　障害者福祉係長
兼　社会福祉係長

植林　能央

健康増進課長補佐
兼　健やか推進室長

健康増進課　健康保険係長 野本　正仁

産業振興課長補佐
兼　アーモンド振興事業推進室長

産業振興課　農政係長
兼　アーモンド振興事業推進係長

池田　寛知

建設課長補佐
兼　登記係長

建設課長補佐 野本　修一

建設課長補佐
兼　農村整備係長

建設課　農村整備係長 田原　芳人

まちづくり推進課長補佐
兼　公共建築係長
兼　電子入札係長

地域総務課長補佐
兼　地域総務係長
兼　住民税務課吉松庁舎駐在
兼　健康増進課吉松庁舎駐在
兼　会計課吉松庁舎駐在
（選挙管理委員会書記併任）

深草　　誠

教育委員会　
生涯学習課長補佐
兼　施設係長

教育委員会　
生涯学習課長補佐

山口　博仁

住民税務課　主幹
兼　国保住民税係長

商工観光ＰＲ課　主幹
兼　移住定住推進係長

野上　修平

住民税務課　主幹
兼　住民税務係長
（吉松庁舎駐在）

教育委員会　教育総務課
吉松幼稚園　副園長
兼　主任教諭

佐土原ミカ

健康増進課　主幹
兼　健康保険係長

農業委員会　農地係長
兼　管理調整係長

吉村　明恵

[ 課長補佐級 ] つづき
新 旧 氏       名

地域総務課　主幹
兼　地域総務係長
兼　住民税務課吉松庁舎駐在
兼　健康増進課吉松庁舎駐在
兼　会計課吉松庁舎駐在
（選挙管理委員会書記併任）

教育委員会
生涯学習課　主幹
兼　くりの図書館　奉仕係長

園田ひろみ

建設課　主幹
兼　公共土木係長

建設課　公共土木係長 山﨑　英俊

教育委員会　
生涯学習課　主幹
兼　社会教育係長
兼　文化振興係長

教育委員会　
生涯学習課　社会教育係長
兼　文化振興係長

岩下　浩也

[ 係長級 ]　　　　　　　　　　　　　　　　   　   
新 旧 氏       名

総務課　職員秘書係長
兼　生活者支援給付金対策室

総務課　消防係長
兼　危機管理防災係長
兼　生活者支援給付金対策室

吉田　和希

住民税務課　管理収納係長 建設課　庶務係長 牧野　真人

長寿福祉課　障害者福祉係長
長寿福祉課　主査
（姶良・伊佐地区介護保険組合派遣）

丸山　僚太

産業振興課　農政係長
兼　アーモンド振興事業推進係長

商工観光ＰＲ課　主査
（鹿児島県文化振興財団派遣）

徳永　博元

商工観光ＰＲ課
商工観光係長兼広報係長

商工観光ＰＲ課　主査 山門　芳貴

商工観光ＰＲ課
移住定住推進係長　兼
総務課　生活者支援給付金対策室

健康増進課　主査　兼
総務課　生活者支援給付金対策室

若松　紀恵

建設課　庶務係長　兼
総務課　生活者支援給付金対策室

総務課　職員秘書係長
兼　生活者支援給付金対策室

仮屋　省吾

教育委員会　
生涯学習課
くりの図書館　奉仕係長

住民税務課　国保住民税係長 藤山　瑠衣

教育委員会　
生涯学習課　生涯スポーツ係長

産業振興課　主任 赤坂　卓馬

農業委員会
農地係長兼管理調整係長

住民税務課　主査
（吉松庁舎駐在）

永吉　　香

選挙管理委員会　書記
（総務課　行政係長併任）

商工観光ＰＲ課　商工観光係長
兼　広報係長

園田　剛正

湧 水 町 職  員 異 動 表
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3
月
1
日（
日
）

・
町
消
防
団
春
季
訓
練

・
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

3
月
2
日（
月
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議

3
月
3
日（
火
）

・Ｊ
Ａ
あ
い
ら
吉
松
支
所
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

・
町
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

3
月
4
日（
水
）

・
町
吉
松
土
地
改
良
区
総
会

3
月
5
日（
木
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議

3
月
8
日（
日
）

・
停
車
場
地
区「
ま
ち
と
吉

松
駅
の
春
ま
つ
り
」及
び

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
完

成
祝
賀
会

3
月
9
日（
月
）

・
町
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
定
例
会

・
町
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

・
姶
良
地
区
医
師
会
・
各
市

町
長
及
び
教
育
長
と
の

協
議
会

3
月
10
日（
火
）

・
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策

協
議
会

・
M
E
C 

I
n
d
u
s
t
r
y

㈱
社
長
来
庁

3
月
11
日（
水
）

・
栗
野
中
学
校
卒
業
式

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
保
健
医

療
福
祉
協
議
会

3
月
12
日（
木
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議

3
月
13
日（
金
）

・
町
栗
野
土
地
改
良
区
総
代
会

3
月
15
日（
日
）

・
長
谷
地
区
決
算
総
会

3
月
16
日（
月
）

・
み
の
り
卒
園
式

3
月
17
日（
火
）

・
区
長
会

・
町
三
師
会
と
の
打
合
せ
会

3
月
18
日（
水
）

・
下
場
土
地
区
画
整
理
審
議
会

・
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面

混
成
団
長
等
来
庁

3
月
19
日（
木
）

・
吉
松
幼
稚
園
卒
園
式

・
町
消
防
団
幹
部
会

3
月
20
日（
金
）

・
長
島
町
町
制
施
行
二
十

周
年
記
念
式
典

3
月
21
日（
土
）

・
二
ツ
葉
認
定
こ
ど
も
園

卒
園
式

・
林
総
務
大
臣
へ
の
要
望
会

3
月
23
日（
月
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議（
一

般
質
問
）

3
月
24
日（
火
）

・
吉
松
小
学
校
卒
業
式

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委

員
会
3
月
25
日（
水
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議（
一

般
質
問
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
県
町
村
会
理
事
会

3
月
26
日（
木
）

・
県
市
町
村
職
員
互
助
会

評
議
員
会

・
県
地
域
振
興
公
社
事
務

局
説
明

・
県
過
疎
地
域
協
議
会
総
会

・
県
町
村
会
臨
時
総
会

・
県
観
光
地
所
在
町
村
協

議
会
総
会

3
月
27
日（
金
）

・
議
会
定
例
会
最
終
本
会
議

・
議
員
全
員
協
議
会

・
川
内
川
河
川
事
務
所
長

来
庁
3
月
28
日（
土
）

・
円
乗
寺
こ
ど
も
園
卒
園
式

3
月
30
日（
月
）

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
農
村
整

備
推
進
協
議
会
総
会

・
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

セ
レ
モ
ニ
ー

町
長
動
静
　
　   

(

3
月
1
日
～
31
日)

（
令
和
８
年
3
月
受
付
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

日曜・祝日歯科救急診療
（毎月固定）

時間　９：００から１５：００まで
　　　（受付／１４：３０まで）
場所　姶良地区歯科医師会
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５－５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　（前月比、前年同月比）

人口　  8,018人（−   59人、−204人）

  男      3,822人（−   39人、−106人）

  女      4,196人（−   20人、−    98人）

世帯数  4,537戸（−  21戸、−  67戸）

　転入　　 49人
　転出　     97人
　出生　　 　 0人
　死亡　　 12人

令和８年３月末現在

坂
口
の
馬
迫　

弘
子
さ
ん
か
ら

（
伊
佐
夫
さ
ん
死
去
）

会
田
の
大
薄　

喜
美
子
さ
ん
か
ら

（
光
子
さ
ん
死
去
）

竹
迫
の
寺
元　

イ
サ
子
さ
ん
か
ら

（
森
夫
さ
ん
死
去
）

町
外
の
宮
竹　

春
美
さ
ん
か
ら

（
ハ
ル
ノ
さ
ん
死
去
）

竹
中
の
宮
田　

次
子
さ
ん
か
ら

（
憲
治
さ
ん
死
去
）

日曜・祝日在宅医（薬局）（４月号）

　

（
故
人
）　
　
　

  

（
亨
年
）
（
自
治
会
）

宮
竹　

ハ
ル
ノ　
　

 

101　
　

大
牟
礼

園
田　

メ
イ
子　
　

 

94　
　

上
村

上
村　

芳
子　
　
　

 

89　
　

上
村

寺
元　

森
夫　
　
　

 
89　
　

竹
迫

大
山　

ヒ
サ　
　
　

 
86　
　

東
下
場

有
島　

軍
一　
　
　

 
85　
　

真
中
馬
場

宮
田　

憲
治　
　
　

 

84　
　

竹
中

馬
迫　

伊
佐
夫　
　

 

79　
　

坂
口

（
令
和
８
年
３
月
届
出
分
）

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
町
外
に
て
届
を
提
出
さ
れ
た
方
で
お
く
や
み
欄

の
掲
載
が
必
要
な
方
は
住
民
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

4月26日
（日） 春田医院　　　　76-0053

4月29日
（水）

伊東内科クリニック　72-9088
タイガー薬局　　64-6700

5月3日
（日）

林内科　　　　　72-1818
サン調剤薬局　　72-1800

5月10日
（日）

林内科医院　　　75-2047
ピアノ薬局　　　75-4526

5月17日
（日）

田代医院　　　　74-2075
アクア薬局　　　74-1078

夜間 365 日対応
及び輪番薬局▶

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ　

エ
コ
ラ
ボ

代
表　

堀
口　

賞
一
さ
ん

【
一
般
寄
付
】　



公 民 館 コ ー ナ ー
栗野中央公民館 5 月 10 日まで 古布創作教室 吉松中央公民館 5 月 10 日まで 絵手紙教室

発行／湧水町役場 栗野庁舎 商工観光PR課　連絡先　〒899−6292　鹿児島県姶良郡湧水町木場222番地　TEL 0995−74−3111 FAX 0995−74−4249

日 月 火 水 木 金 土
4/12 4/13 4/14 4/15 4/16 4/17 4/18

セット健診
7：00～ 12：00

年金相談
10：00～ 15：00
栗野庁舎別館2
1階相談室
【予約制】

セット健診
7：00～ 12：00

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

セット健診
7：00～ 12：00

4/19 4/20 4/21 4/22 4/23 4/24 4/25
セット健診
7：00～ 12：00
休館日

セット健診
7：00～ 12：00

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）
無料法律相談会
いきいきセンターくりの郷　
13：30 ～ (要事前
申込　社会福祉協
議会　75-2200)

セット健診
7：00～ 12：00

セット健診
7：00～ 12：00
休館日

資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

4/26 4/27 4/28 4/29 4/30 5/1 5/2
セット健診
7：00～ 12：00

セット健診
7：00～ 12：00
休館日

資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・西
下場・東下場地区）

昭和の日
休館日

粗大ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

5/3 5/4 5/5 5/6 5/7 5/8 5/9
憲法記念日 みどりの日

休館日
全館休館

こどもの日
資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

振替休日
休館日

資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

5/10 5/11 5/12 5/13 5/14 5/15 5/16
【要予約】
母子手帳交付
休館日

資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・西
下場・東下場地区）

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

5/17 5/18 5/19 5/20 5/21 5/22 5/23
【要予約】
母子手帳交付
休館日

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）
無料法律相談会　
よしまつふれあいの家
13：30 ～ (要事前
申込　社会福祉協
議会　75-2200)

資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 

研 修・ 交 流 施 設
屋 外 施 設

開館時間　月曜日　　　8:30 ～ 17:00
　　　　　火～日曜日　8:30 ～ 22:00

温 泉 ゆ っ く り
ら ん ど 休業

町 民 ホ ー ル 展 示 ・ 催 し

公民館学級活動作品展　4 月 1 日～ 4 月 30 日

…くりの図書館

…栗野保健センター

…研修・交流施設
　屋外施設

栗保

いき

吉保 …吉松保健センター

吉保 吉保 吉保

栗保

栗保栗保

栗保 栗保 栗保

いき


